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2021/5/2 経済

2021/5/2 経済

＊ﾃﾚﾋﾞ生産　中国委託へ…ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ、改革めど
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸがﾃﾚﾋﾞ事業の構造改革にめどをつける。世界ｼｪｱ3位の中国ﾃﾚﾋﾞ大手、TCLと低価
格機種の生産委託について交渉。
・日本を中心とする上位機種は自社生産を続けるが、ｲﾝﾄﾞやﾍﾞﾄﾅﾑの工場のテレビ生産を終
了する。
・ﾃﾚﾋﾞの二大市場である米国と中国から生産を撤退する。ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ全体の売上高の占める
割合も1割を切っている。21年3月期に堅調な国内市場で黒字転換したが、今の事業構造で
長期に安定した収益は難しいと判断。
・日立は12年にﾃﾚﾋﾞの自社生産から撤退、ｿﾆｰは販路や商品を大幅に絞り込む。東芝も18
年に中国海信集団（ﾊｲｾﾝｽ）に売却した。

＊ｻﾑｽﾝ、先端技半導体　苦戦…量産技術・設備調達に遅れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　TSMCとの差拡大
韓国ｻﾑｽﾝ電子が先端半導体でﾗｲﾊﾞﾙの台湾積体電路製造(TSMC）に差を広げられてい
る。ｽﾏﾎの頭脳となるCPU（中央演算処理装置）などの最先端品の量産で苦戦し、受託生産
でのｼｪｱも落としている。最先端品での劣勢は、半導体ﾒﾓﾘｰやｽﾏﾎといった他の基幹製品
の競争力低下に繋がりかねない。
・半導体製造装置「EUV（極端紫外線）露光」と呼ぶ新技術の装置、同装置のｵﾗﾝﾀﾞの製造
ﾒｰｶｰASMLが独占供給。5ﾅﾉ以下の装置が先端品の半導体量産には不可欠だ。出荷台数
が100台でそのうちTSMCが7割超確保。量産開始にも数ヵ月遅れ。

＊ﾀﾞｲｷﾝ営業益16%増…ｴｱｺﾝ、海外販売売上向く（今期）
ﾀﾞｲｷﾝ工業の2022年3月期の連結営業利益が、同社開示の前期予想に比べて16%増の2700
億円前後の見通しであることが分かった。北米や中国、欧州など各地で省ｴﾈ性能に優れる
ｴｱｺﾝの販売が上向く。銅をはじめとした原材料価格の高騰といった業績の押し上げ要因をｺ
ｽﾄﾀﾞｳﾝなどで吸収し、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染が広がる前の20年3月期（2655億円）の水準を
上回る見込みだ。
・中国では高級住宅向けのｴｱｺﾝ販売強化が奏功する。中国ではｵﾝﾗｲﾝ動画で直接消費者
に販売する「ﾗｲﾌﾞｺﾏｰｽ」の手法活用。
・欧州では省ｴﾈ型の「ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ暖房」の販売が増える。伊、独、仏など主要国が進める。石
油やｶﾞｽを使う暖房機器から省ｴﾈ型へ置き換えを支援する政策が追い風になる。

＊中国綿花、人権問題で敬遠…米国産に比べ上昇鈍く
　　　　　　　　　　　　　　　　消費者・投資家が意識　企業調達に影響
人権問題で中国産綿花の価格が下押し圧力がかかっている。強制労働や人権侵害の疑い
のある中国・新疆ｳｲｸﾞﾙ自治区問題をきっかけに、企業が中国産綿花の使用を敬遠する動
きが広がっている。ﾐｬﾝﾏｰ産のﾙﾋﾞｰは、大手ﾌﾞﾗﾝﾄﾞが調達を回避する姿勢が鮮明だ。消費
者や投資家が人権問題に敏感になっており、調達先の見直しが迫られる。
・米国が新疆綿を使用した製品などの輸入一部停止を打ち出した2020年後半から企業の中
国産綿花離れが進み、米国産との値動きの差が鮮明になっている。米国綿１ﾎﾟﾝﾄﾞ約98円、
新疆１ﾎﾟﾝﾄﾞ111円で推移。新疆産は米国より品質基準が高い評価が出ている。
・ﾐｬﾝﾏｰではﾙﾋﾞｰなどﾐｬﾝﾏｰ産宝石の大手ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ離れが進む。
　米ﾃｨﾌｧﾆｰは「進行中の人権侵害と透明性の欠如に対する懸念から、03年以降ﾐｬﾝﾏｰ産の
ﾙﾋﾞｰを購入していない」。

＊ﾜｸﾁﾝ、消費を再起動…米英、ﾚｼﾞｬｰ・外食へ
　　　　　　　　　　　　　　　　 接種遅れる日本、低迷続く
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽのﾜｸﾁﾝ接種が、個人消費「再起動」の原動力となっている。接種が進む米国
やｲｽﾗｴﾙではﾚｼﾞｬｰや外食などがｺﾛﾅ前の水準に迫っている。給付金などで膨らんだ個人ﾏ
ﾈｰが消費に向かい出した。対照的に接種が後れる日本やﾌﾞﾗｼﾞﾙは消費回復が鈍く、明暗
が鮮明になっている。ﾜｸﾁﾝ接種戦略の巧拙がﾎﾟｽﾄｺﾛﾅの経済回復を左右する局面に入っ
ている。
・4月30日、米ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ州のﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾗﾝﾄﾞ。13ヵ月ぶりに開園。人口5割強の接種を受けた英
国では、1日の感染者は2千人（ﾋﾟｰｸ6万人）。
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2021/5/4 経済

＊水素　緑も青も総力戦…50年　全ｴﾈﾙｷﾞｰの16%に
　　　　　　　　　　　　　　　　　 投資33兆円超　ｺｽﾄ減競う
⦿水素は製造過程で色分けされる
　　（①は製造方法、②はCO2、③は1㌔㌘あたりのｺｽﾄ）
　・グレー＝①天然ｶﾞｽや石炭などから水素を取り出す②大気中に放出
　　　　　　　　　するため温暖化の原因に③1～2㌦
　・ブルー＝①天然ｶﾞｽや石炭などから水素を取り出す②回収・貯蔵する
　　　　　　　　　ことで排出を実質ｾﾞﾛに③2～3㌦
　・グリーン＝①水を再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰで電気分解して水素を生成
　　　　　　　　　②製造工程で発生しないため環境に優しい③2～9㌦
豪州南東部で採掘したての低品位石炭・褐炭を乾燥させ、砕き、酸素を注入して水素をつく
る。1日2㌧の褐炭から70㎏の水素できる。摂氏ﾏｲﾅｽ253度で液化した水素を専用船で日本
に運ぶ（世界初）。

＊②
翻って日本はどうか。09年、世界に先がけて家庭用燃料電池（ｴﾈﾌｧｰﾑ）を実用化し、14年に
はﾄﾖﾀ自動車が世界初の量産型FCV「ﾐﾗｲ」を発売した。水素大国を目指し技術では先頭を
走っていたのに、市場の育成で中韓の後塵を排す。
福岡県北九州市の八幡東区に街中を水素ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝが走る。日本製鉄が製鉄過程で生まれ
る水素を供給し、岩谷産業が世界で珍しい「街中ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ」を管理。実証住宅などが置かれ
た燃料電池に供給。このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、世界に先駆け10年度に水素供給実験を始めたが、5年で
打ち切った。18年度に再開したが、来春又一部実験が終わる。韓中のような官民一体となっ
た「水素生態系」を作っているとは言い難い。

＊半導体材料　韓台で増産…東京応化工業「生産能力2倍」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 信越化学工業「新工場を稼働」
・東京応化は韓国で数十億円投じて設備を拡充し、生産能力を2倍に。
　感光材はｼﾘｺﾝｳｪﾊｰに回路を描くために使う。世界ｼｪｱは25%とﾄｯﾌﾟ。
・ﾀﾞｲｷﾝ工業は韓国の半導体製造装置ﾒｰｶｰと合弁会社設立。40億円
　を投じて新工場を設ける。22年10月からｴｯﾁﾝｸﾞ工程に使うｶﾞｽを生産。
・信越化学工業が感光材の新工場を台湾で稼働。設備投資額は国内
　と合わせて約300億円。EUV（極端紫外線）に対応した感光材も生産。
・昭和電工ﾏﾃﾘｱﾙ（旧日本化成）も、23年までに200億円かけて韓国と
　台湾でｼﾘｺﾝｳｴﾊｰの研磨材や配線基板材料生産を増強。
　先端品の300ﾐﾘｳｴﾊｰを使用した半導体生産は韓台で世界の半分だ。
・ｼﾘｺﾝｳｴﾊｰでは信越化学とＳＵＭＣＯで世界ｼｪｱの6割。感光材も
　日本勢のｼｪｱは9割近い。

＊ｲﾝﾄﾞ支援　主要国綱引き…40ヵ国以上、医療品を供給
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日米豪、中ﾛの接近警戒
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染が爆発的に拡大しているｲﾝﾄﾞに対し、2日までに米欧など40ヵ国以上
が治療に使う酸素や医薬品の供給を表明した。相次ぐ医療支援の表明には、ｲﾝﾄﾞ太平洋地
域の要衝であるｲﾝﾄﾞを引き付けようとする各国の外交上の綱引きが透ける。
⦿政界各国の主なｲﾝﾄﾞ医療支援
　・米国＝酸素ﾎﾞﾝﾍﾞ、抗ｳｲﾙｽ薬、ﾜｸﾁﾝ原材料。・独=人工呼吸器、ﾏｽｸ
　・英国・日本・中国＝人工呼吸器、酸素濃縮機。・露＝露産ﾜｸﾁﾝ
　・ﾊﾟｷｽﾀﾝ＝人工呼吸器、ｴｯｸｽ線機器
中露としては、迅速な支援に成功すれば結果としてｸｱｯﾄﾞ（4ヵ国連盟‥米日豪印連盟）にくさ
びをうつことができるとの読みがある。

＊①見えてきた新・生態系…水素都市を走る中韓
中国南部の広東省仏山市、ﾏﾝｼｮﾝの間を縫うように静かに走る路面電車。架線がない、燃
料電池を載せて水素で走る「高明電気鉄道」。15分の水素充填で100㎞走り、料金はﾊﾞｽ並
み2元（30円）。地元では「公園に行くのに使う」と話す。2019年11月からはじめ、1千人/1日、
利用。
国家主導で需要・・「水素都市」に幾市かを認定し、ｲﾝﾌﾗを整えやすい商用車や鉄道に投資
を集中。中国の水素燃料車は99%商用車。河北省の張家口では電力で水を分解し水素を生
成する世界一の装置を作る。韓国南東部の蔚山。現代自動車が水素作成から消費までの
生態系を整える。石油精製の過程で年間82万㌧出る水素を利用。



2021/5/4 経済
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＊中国企業の港賃借　見直し…豪、安保ﾘｽｸ考慮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北部の商業港　利用制限など検討
中国企業が豪州の地方政府と結んだ北部ﾀﾞｰｳｨﾝの商業港の賃貸契約について、同国のﾓﾘ
ｿﾝ政権が安全保障上の観点から利用制限を含めた見直しを検討していることが分かった。
同港の中国企業による賃借は、米国の同盟国への中国の影響力拡大を示す事例として問
題化していた。背景には台湾問題や最近の豪中関係の悪化もある。

＊印中の撤退交渉停滞…国境対立1年　日米豪連携　影響か
ｲﾝﾄﾞと中国による国境の係争地域での対立が5日で1年を迎える。印中は2月に一部地域か
らの引き上げで合意。その後の撤退交渉は停滞。
・中印国境の事態の責任は中国にはない。印が歩み寄りを図るべき。
・米国と激しく対立する中国にとって、ｲﾝﾄﾞとの関係は頭痛の種だ。係争地区は「自国の領
土」として、主張、簡単には譲歩できない。ｲﾝﾄﾞとの関係が悪化すれば、「ｸｱｯﾄﾞ」の結束が強
まりかねない。

＊①EU、中国年頭に買収規制…外国政府補助金の案件に通知義務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安保・ﾊｲﾃｸ警戒強く
EUは中国への対応を念頭に企業買収の規制を強める。EUの欧州委員会は5日、外国政府
から補助金などの支援を受けた企業がEU域内の企業を買収する際に通知を求める規制案
を発表した。欧州は安全保障やﾊｲﾃｸ分野で特に警戒を強めており、同国との距離が鮮明に
なる。

＊ﾜｸﾁﾝの特許　米政府「放棄も」…内外で占有批判　中ﾛに対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「技術流出」大手製薬は反発
米政府が新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝの国際的な供給を増やすため、特許権の放棄に前向きな姿
勢を見せている。途上国が生産を増やす手段として要請を強めているためだ。ﾜｸﾁﾝ外交を
繰り広げる中国やﾛｼｱへの対抗の側面もあるが、技術流出を懸念する製薬会社は猛反発し
ている。

＊中国包囲網　欧州も足並み…G7外相声明「台湾」明記
主要7ヵ国（G7）外相会合が5日に閉幕し、権威主義的な動きを強める中国の抑止を狙った
共同声明をまとめた。G7の外相や首脳級のもので初めて台湾問題にも言及した。4月の首
脳会談を踏襲する表現とし、対中包囲網づくりに欧州も足並みをそろえた。
⦿5月　G7外相会合＝台湾海峡の平和と安定の重要性を強調し、両岸問題の平和的解決を
促す。台湾のWHO総会への参加を支持。

＊②
「外国政府から補助金を受けた企業の規制案のﾎﾟｲﾝﾄ」
　・売上高が5億ﾕｰﾛ以上の企業買収に通知義務
　・2億5千万ﾕｰﾛ以上の公共調達参加に通知義務
　・欧州委が必要に応じて調査、是正措置も
　・違反の場合は、売上高の最大10%の制裁金
「産業戦略のﾎﾟｲﾝﾄ」
　・重要6分野で他国への依存度低減
　・半導体技術など新しい官民連合の立ち上げを支援
　・ｸﾞﾘｰﾝとﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済への転換を推進

＊中国配膳ﾛﾎﾞ　直販で海外開拓…ｷｰﾝｵﾝ、日欧など10ヵ国に現法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｺﾛﾅで無人化需要急増
中国新興の配送ﾛﾎﾞｯﾄ大手、上海擎朗智能科技（ｷｰｵﾝﾛﾎﾞﾃｨｸｽ）が海外での直販に乗り出
す。年内に日本や欧州など10ヵ国で現地法人を設立し、主に外食業界に売り込む。中国で
は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ禍を受け、人同士の接触を回避する無人ｻｰﾋﾞｽが急拡大している。ﾛﾎﾞｯﾄ
活用は人手不足の解消需要も見込めるが、海外の消費者に受け入れられるかは未知数。
・同社は、中国市場では飲食店向け配送ﾛﾎﾞｯﾄで約85%のｼｪｱを握る。
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2021/5/10 経済 ＊①時価総額の増加額（地域別）…1年で見えた評価軸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米ｴﾇﾋﾞﾃﾞｨｱ　ｲﾝﾃﾙを逆転
世界の主要企業の時価総額（時価総額が多きい業績＆将来の成長が期待できる）が拡大し
た。地域別にまとめてみると、「半導体」「電気自動車」「EV」の「ｺﾛﾅ後」の３つのｷｰﾜｰﾄﾞが浮
かぶ。
・米国では増加額上位8社にｼﾘｺﾝﾊﾞﾚｰなどに本社を置くIT、EV企業が入った。ｱｯﾌﾟﾙの伸び
が群を抜き、1年で121兆円増え、4月末で241兆円。ﾃｽﾗは64.3兆円増え、74.7兆円になっ
た。
・世界で争奪戦の様相を見せる半導体でﾄｯﾌﾟが交代。米ｴﾇﾋﾞﾃﾞｨｱは時価総額が23.4兆円増
え、40兆円超。ｲﾝﾃﾙは0.6兆円増で25.4兆円。

＊住商、赤字1530億円で最大…前期最終
住友商事が7日発表した2021年3月期の連結決算は、最終損益が1530億円の赤字（前の期
は1713億円の黒字）。赤字額は過去最大。
・資源や自動車関連、鋼材などが低迷した。ﾆｯｹﾙ鉱山に加え、鋼管やｲﾝﾌﾗなどの事業でも
損失が発生した。40年後半、石炭火力から撤退。
・22年3月期見通しでは2300億円の最終黒字を見込む。

＊台湾の4月輸出　半導体が35%増…世界でﾃﾞｼﾞﾀﾙ需要
台湾の財政部（財政省）7日、4月の輸出額が前年同月比38.7%増の約349億㌦（約3兆8千億
円）だったと発表した。前年実績を上回るのは10ヵ月連続。4月として過去最高を記録。輸出
全体の35%を占める半導体が引き続き好調で、全体をけん引した。貿易収支は61億㌦の黒
字。
・輸出の内訳をみると、半導体が35%増の122億㌦だった。米ｱﾏｿﾞﾝなどｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽを手掛
ける企業向けに増え、関連の輸出額は36%増、47億㌦となった。最大輸出先の中国大陸が
32%増の148億㌦。

＊中国「電池王」　車載外販にｶｼﾞ…車販売減、収益確保狙う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EV大手BYD、第一汽車に最新型
中国のEV大手、比亜迪（BYD）が車載電池事業の戦略を転換する。主に自社のEV向けに生
産してきたが、最新型の電池を初めて中国国有大手の第一汽車集団に納入する。1995年に
電池ﾒｰｶｰとして産声をあげたBYDは携帯電話機向けで急成長した後、新ｴﾈﾙｷﾞｰ車市場を
切り開いてきた。中国のEV販売の競争激化に対応し、経営方針を大胆に切り替える。

＊住友不、経常益最高に…今期1割増　ｵﾌｨｽ新規物件好調
住友不動産の2022年3月期の連結経常利益が前期比1割増の2200億円強になる見通しだ。
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽが蔓延する前20年3月期の水準を上回り、最高益を見込む。主力のｵﾌｨｽﾋﾞﾙ
賃貸で収益貢献の大きい大型ﾋﾞﾙなど新規物件の稼働が好調に推移する。都心の高層ﾏﾝ
ｼｮﾝの改善も寄与する。

＊中国輸入、10年ぶり伸び…4月43%増、資源・食糧高
中国輸入が大幅に伸びている。7日発表した2021年4月の輸入額は前年同月を43%上回っ
た。10年3ヵ月ぶりの高い伸びだ。国際商品市況が回復し、資源や食糧の調達が全体の金
額を押し上げた。しかし、輸入ｺｽﾄの上昇は企業収益を圧迫し消費回復の重荷になりかねな
い。
・輸入を押し上げた主因は資源価格の上昇だ。原油先物は1ﾊﾞﾚﾙ60㌦半ばで推移。1年前か
ら2倍以上の伸びだ。
・原油の輸入量は横ばいだが、金額ﾍﾞｰｽでは前年同月の1.7倍になった。鉄鉱石は9割、大
豆は5割増えた。数量は3%、11%だが、金額ﾍﾞｰｽで増加率は大きい。
・地域別には米国や豪州からが5割増。半導体は2割増。
・自動車3倍超、化粧品やﾍｱｹｱ商品は30%増、富裕層の消費が下支え。

＊中国に傾くｱｼﾞｱ経済圏…RCEP、年内にも発効へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　米豪印と「次の一手」焦点
日中韓や東南ｱｼﾞｱ諸国連合（ASEAN）など15ヵ国による地域的な包括的経済連携（ＲＣＥＰ）
協定が国会で承認された。世界経済の3割を占める自由貿易圏が年内に誕生する見込み
で、主導した中国がｱｼﾞｱ地域の経済秩序に影響力を増すのは必至だ。日米などは巻き戻し
へ新たな発想を求められる。
・米国抜きＴＰＰが発効されたが、11ヵ国規模が世界の1割強と小粒。
・中国が自らの国家資本主義的な政策を広めるような経済秩序を、日本も含めた多くのｱｼﾞｱ
の国々は望んでいない。これに歯止めをかけるには米国が同盟国や友好国との連携を強め
る仕掛けが必要だ。
・ｸｱｯﾄﾞも有効・・「自由で開かれたｲﾝﾄﾞ太平洋」構想は主体は安全保障。情報通信やｴﾈﾙ
ｷﾞｰといった重要ｲﾝﾌﾗ整備で4ヵ国の関係機関が連携するとの動きが出ている。欧州もｸｱｯ
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2021/5/12 経済 ＊中国、社会保障の負担増大…高齢者1人、現役3.5人が支え
中国が11日発表した2020年の国勢調査は、総人口がかろうじて増加したことを示した。だが
中国政府が人為的な少子化を根付かせた結果、15～59歳の入口は9億人を割り込み、現役
3.5人が高齢者1人を支える構図となった。現役世代の減少は経済成長や社会保障を脅かす
ﾘｽｸになりつつある。
・2000年時点では1人の高齢者を6.5人で支えてきた。10年には5.3人になり、20年は3.5人ま
で減った。

＊東南ｱの大手銀　ﾃﾞｼﾞﾀﾙで躍進…ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙDBSなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 利益・時価総額、邦銀並み
東南ｱｼﾞｱの大手銀行がﾃﾞｼﾞﾀﾙ化をﾃｺに、収益や顧客基盤を広げている。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙのDBS
ｸﾞﾙｰﾌﾟ・HDやｲﾝﾄﾞﾈｼｱのﾊﾞﾝｸ・ｾﾝﾄﾗﾙ・ｱｼﾞｱ（BCA）など上位行の時価総額は日本のﾒｶﾞﾊﾞﾝ
ｸの一部を上回り、利益も迫りつつある。邦銀が世界で加速するﾃﾞｼﾞﾀﾙ化の対応を劣後すれ
ば、近い将来、逆転しそうだ。
・DBSの時価総額はみずほFGや三井住友FGを上回り、利益でもみずほと遜色ない。若年人
口の多い東南ｱｼﾞｱは金融史上の拡大余地が日本より大きい。東南ｱｼﾞｱに抜かれる時代は
遠くない。

＊ｲﾝﾄﾞ感染増、企業影響…医療体制逼迫に危機感
　　　　　　　　　　　　　ﾔﾏﾊー二輪車生産停止、日鉄ー駐在員を退避
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽへの感染が世界最悪のﾍﾟｰｽで増えるｲﾝﾄﾞで、事業の停止や縮小が広がって
きた。現地で二輪車最大手のﾋｰﾛ・ﾓﾄｺｰﾌﾟが生産停止基幹の延長を発表したほか、ﾔﾏﾊ発
動機が二輪の生産を止めることが分かった。
・日本製鉄は全駐在員が日本に帰国、製鉄に使う酸素は医療用にも供給している。日立は
半数が帰国している。

＊中国、出生数2割減…65歳以上 10年で6割増（昨年）
中国の高齢化が急速に進んでいる。中国国家統計局が11日発表した2020年の国勢調査で
65歳以上の人口は全体の13.5%だった。21年にも14%を超え、国際基準の「高齢社会」に突入
する。出生数は前年比2割減と過去最大の落ち込みだ。働き手が減少し、社会保障負担は
増大する。人口増加を背景にした経済成長は限界に近づいている。
・香港やﾏｶｵを除く中国大陸の総人口は14億1177万人だった。過去10年の年平均増加率は
0.53%だった。27年とみられるｲﾝﾄﾞとの人口逆転も「早期実現の現実味が高まる」。
・65歳以上の高齢化率7%超を「高齢化社会」、14%超を「高齢社会」、21%超を「超高齢社会」と
WHOは定義する。
・国連予測では中国の超高齢社会入りは36年だが、早まる公算が大きい

＊②欧州、中東、中国、日本他
・欧州・中東では半導体と高級品の躍進が目立つ。ＡＳＭＬｰＨＤはEUV（極端紫外線）露光
装置の商品化で成功しており、半導体の技術革新を支える。時価総額は17.6兆円増え、30
兆円になる。
・中国で販売を伸ばす高級ﾌﾞﾗﾝﾄﾞも上位に入った。仏LVMHﾓｴﾍﾈｼｰ・ﾙｲｳﾞｨﾄﾝは1年で時価
総額が21兆円拡大した。
・中国ではﾃﾝｾﾝﾄがｹﾞｰﾑなどが伸び、時価総額は30兆円増。ｱﾘﾊﾞﾊﾞは拼多多（ﾋﾟﾝﾄﾞｩｵﾄﾞｩ
ｵ）競争激化、14兆円拡大でﾃﾝｾﾝﾄに逆転される。他は貴州茅台酒は白酒（ﾊﾞｲﾁｭｳ）を手掛
け、高級品が需要旺盛だ。
・日本はｿﾌﾄﾊﾞﾝｸG、ｿﾆｰGが上位に入る。目を引くのはｵﾝﾗｲﾝで医師に医薬品情報を提供
するｴﾑｽﾘｰ。最高益が続き、時価総額は約3兆円増

＊②日本ﾃﾞｼﾞﾀﾙで出遅れ…「漫画大国」は紙主体
日本に浸透し始めたｳｪﾌﾞﾄｩｰﾝは紙に軸足を置く日本の漫画産業にも変革を突きつけてい
る。

＊①韓国ｳｪﾌﾞ漫画　世界覇権争い…ﾈｲﾊﾞｰとｶｶｵ、北米で同業買収
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｽﾏﾎで読みやすく
韓国ﾈｯﾄ2強のﾈｲﾊﾞｰとｶｶｵがｳｪﾌﾞ漫画の世界市場で覇権を競っている。ﾈｲﾊﾞｰはｶﾅﾀﾞの同
業を、ｶｶｵは米同業2社をそれぞれ買収する。成長の原動力はｽﾏﾎ向けに最適化された縦
読み漫画「ｳｪﾌﾞﾄｰﾝ」のﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑだ。韓国勢は音楽や映画などｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ市場での勢い
が目立つが、ｳｪﾌﾞ漫画でも台風の目になりつつある。
・目指すのは、利用者が自由に漫画を配信・閲覧可能な、いわば「漫画版ﾕｰﾁｭｰﾌﾞ」だ。ﾈｲ
ﾊﾞｰは日本では「LINEﾏﾝｶﾞ」、ｶｶｵは「ﾋﾟｯｺﾏ」を展開。
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＊東南ｱ、新車販売45%増…3月、1年半ぶり前年比増
東南ｱｼﾞｱ主要6ヵ国の2021年3月の新車販売台数は前年同月比45%増の28万8千台となり、
前年実績を1年6ヵ月ぶりに上回った。前年は経済活動制限で販売が落ち込んだため、その
反動で増加幅が大きくなった。19年3月比では12%減と、ｺﾛﾅ前の水準には届いていない。
・域内最大級のｲﾝﾄﾞﾈｼｱは11%増の8万4千台。感染拡大で回復が遅れていたが、一部の車
両にかかる税金を減免した効果が出た。ｽｽﾞｷが7割増、三菱が3割増。ﾀｲは26%増の1万9千
台だった。3月下旬に開幕した「ﾊﾞﾝｺｸ国際ﾓｰﾀｰｼｮｰ」が販売を押し上げた。ﾏﾚｰｼｱは3倍の6
万3千台、6ヵ国で最も増加率が大きい。

＊武田、ﾒｶﾞﾌｧｰﾏ道半ば…治療薬開発中止/負債4兆円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｺﾛﾅ対応　欧米に後れ
武田薬品工業が「ﾒｶﾞﾌｧｰﾑ」として成長しようともがいている。6兆円超を投じたｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ製薬
ｼｬｲｱｰの買収から2年余り。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽのﾜｸﾁﾝや治療薬の開発では米ﾌｧｲｻﾞｰなど欧米
勢に遅れをとった。売上高規模では海外大手の背中が見えるものの、創薬に必要な資金力
やﾈｯﾄﾜｰｸなどの底上げは道半ばとなっている。
・武田は合計100億㌦の資産売却を進めているが、まだ4兆円の負債残。

＊新興、「ﾃｽﾗﾓﾃﾞﾙ」を模索…投資家も注目　ﾏﾈｰ流入
　　　ﾋﾟﾚﾆｰ「ｶｰﾅﾋﾞで走行ﾃﾞｰﾀ蓄積」、ﾎﾞﾝｸｽ「ｲﾔﾎﾝ機能ｱﾌﾟﾘで改良」
ものづくり企業が製品に組み込んだｿﾌﾄｳｴｱの利用料で稼ぐ収益ﾓﾃﾞﾙに挑む動きがｽﾀｰﾄｱｯ
ﾌﾟにも広がっている。ﾊｰﾄﾞの切り売りよりも収益が安定し、ｿﾌﾄの更新でﾊｰﾄﾞの性能を定期
的に高められる。目標とする先行例は米EV大手のﾃｽﾗだ。投資家もこうした事業ﾓﾃﾞﾙに注
目し、有望な企業への投資を拡大している。

＊台湾半導体、投資9割「域内」…TSMCなど4社、計14兆円内訳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米欧、依存深まる恐れ
半導体不足が世界で深刻化するなか、米国や欧州が台湾の有力半導体ﾒｰｶｰの工場を誘
致する動きを「活発化している。ただ台湾主要4社が公表した投資計画の合計額は約14兆円
にのぼるが、9割は台湾向けの投資とされる。秋波を送る米欧に対して台湾勢の関心は低
く、世界はさらに台湾に依存を高める可能性がある。
・域外投資2件・・台湾主要4社が4月末までの投資計画は総額は過去最高の14兆円に達す
るが、海外での投資はごく一部。TSMCが建設に着手した米ｱﾘｿﾞﾅ州の新工場、中国・南京
市の生産能力の増強、それぞれ約1兆3千億円と約3100億円をあてるが、わずか2件だ。
・半導体の新工場を海外で運営するには優秀な人材と部材・装置、水等多額の投資が必
要、また各国のﾊｰﾄﾞﾙが高い。

＊武田、純利益34%減…研究開発費積み増し影響（今期）
武田薬品工業は11日、2022年3月期の連結純利益が前期比34%減の2500億円になる見通
し。主力の消化器疾患治療薬が好調に推移するが、新薬候補の開発費を積み増す影響が
出る。潰瘍性大腸炎・ｸﾛｰﾝ病治療薬「ｴﾝﾃｨﾋﾞｵ」、神経疾患治療薬「ﾋﾞﾊﾞﾝｾ」が伸びる。
・ｸﾘｽﾄﾌ・ｳｪﾊﾞｰ社長は21年度は新薬候補への投資を加速する転換の年だ」と話した。同社
は19年のｼｬｲｱｰ買収後に100億㌦の事業売却を目標に掲げる。21年3月期末の有利子負債
残高は前の期の13%減。

＊物価、資源高じわり影響…中国、卸売指数6.8%上昇（4月）
・中国の物価に資源高の影響が及んでいる。中国国家統計局が11日発表の4月の卸売物価
指数は前年同月比6.8%上昇、2017年10月以来の水準になった。一方で消費者物価の伸び
はやや鈍く、価格転嫁に手こずれば企業収益の圧迫要因になりかねない。
・最大の要因は国際商品市況の回復。銅価格、原油価格も高値で推移。需給の引き締まり
を受け鋼材価格も上昇が続く。現時点では消費者物価指数（CPI）への波及は原点的だ。食
品とｴﾈﾙｷﾞｰを除くｺｱ指数では0.7%の上昇に留まる。ｻｰﾋﾞｽも安定。
・背景には「収入の伸び悩み」がある。失業率は「ｺﾛﾅ前」の水準に戻りつつあり、人手不足
の声も多い。今後は所得増が、値上げ圧力を吸収出来るかが物価や企業収益を左右する。
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＊中国新車販売8.6%増…4月、半導体不足懸念続く
中国汽車工業協会は12日、4月の新車販売数が前年同月比8.6%増の225万2千台だったと
発表。前年を13ヵ月連続で上回る。ただ、同協会は半導体不足の影響が21年後半まで続く
とみる。
・4月の生産台数は前年同月比6.3%増。新型ｺﾛﾅ問題前の19年4月と比べても、販売台数は
13.5%、生産台数は8.7%増えた。
・ﾄﾖﾀ、ﾎﾝﾀﾞ、日産は前年実績を上回る。中国独自ﾌﾞﾗﾝﾄﾞは長城汽車や比亜迪（BYD）が販売
を伸ばす。吉利は5%減。

＊東南ｱ、自前ﾜｸﾁﾝ競う…医療産業　育成めざす
　　　　　　　　　　　　　　　　 　ﾍﾞﾄﾅﾑは輸出も、ﾀｲは政府主導
東南ｱｼﾞｱ諸国連合（ASEAN）各国が新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽのﾜｸﾁﾝを開発し、欧米などへの依存を
下げようとしている。ﾍﾞﾄﾅﾑでは新興企業が近く独自製品の最終治験を始め、輸出も目指
す。ｲﾝﾄﾞﾈｼｱなどでも開発が進む。各国は国産ﾜｸﾁﾝの実用化を通じｺﾛﾅ対策で自立を図る
とともに、医療産業を育てたい思惑もある。
⦿東南ｱｼﾞｱ各国でﾜｸﾁﾝ調達状況に差が出てきた
・ﾀｲ（約8万人）「1.8%」＝英国製や中国製調達。国産の治験は3月開始
・ﾌｲﾘﾋﾟﾝ（約111万人）「1.7%」＝米中印等海外7種類の緊急使用承認済
・ﾍﾞﾄﾅﾑ（約3千万人）「0.8%」＝3月上旬英国製接種開始。中国製使わず
・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ（約6万人）「30.7%」＝早い20年末に接種開始、米国製可能
・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ（約172万人）「4.8%」＝感染東南ｱで最多、ﾜｸﾁﾝ21年末生産
　《（）内は延べ感染者数、「」内は1回以上接種した人の人口割合》

＊多様人材探るONEﾀｹﾀﾞ…経営陣7割が外国人「摩擦も成長の糧に」
「私の後継者はこの中から育成したい」。ｸﾘｽﾄﾌ・ｳｪﾊﾞｰ社長が期待を寄せるのが、「ﾀｹﾀﾞ・ｴ
ｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞﾁｰﾑ」と呼ぶ経営陣だ。各部門のﾄｯﾌﾟなど選抜された19人が属するが、日本人は5
人にとどまり、残りは米国出身で仏ｻﾉﾌｨから移籍した研究開発部門ﾄｯﾌﾟのｱﾝﾄﾞﾘｭ・ﾌﾞﾗﾝﾌﾟ
氏、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ出身で米ﾒﾙｸなどで財務部門を担ったｺｽﾀ・ｻﾙｳｺｽCFOら外国人が連なる。ｳｪ
ﾊﾞｰ氏は後継者を「社内から登用が望ましい」と言う。「従来型のﾋﾞｼﾞﾈｽにはﾒｶﾞﾌｧｰﾏとして
の成長はない」。

＊①中国、車走行ﾃﾞｰﾀを規制…ﾃｽﾗ年頭、海外持ち出し制限
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外資の技術戦略に影
中国政府が自動車の走行ﾃﾞｰﾀなどの規制に乗り出す。道路の交通量や車両の位置情報な
どを海外にも持ち出すことを厳しく制限する方針だ。米中対立のなか、米EV大手のﾃｽﾗをけ
ん制する狙いもあるようだ。企業の競争力にかかわるﾃﾞｰﾀの規制は、世界の自動車大手の
中国事業の展開にも影響を与える可能性がある。

＊ｲﾝﾄﾞ、前月比10%減（4月）
ｲﾝﾄﾞ自動車工業会（SIAM）が12日まとめた4月の乗用車の新車販売台数は26万1千台だっ
た。前年はﾛｯｸﾀﾞｳﾝにより「ｾﾞﾛ」だった前年同月から回復した。ただ足元ではｺﾛﾅ感染が急
拡大しており、前月比では10%減。月次販売台数にはﾀﾀ自動車の実績は含まれていない（発
表せず）。
・「消費者心理の悪化や販売店の閉鎖など、需要は明らかに新型ｺﾛﾅの『第2波』の影響を受
けている」

＊②
⦿中国は自動車ﾃﾞｰﾀの規制に動く
『自動車ﾃﾞｰﾀの安全管理規定』
  ・道路上の交通量などの重要ﾃﾞｰﾀや個人情報は国内に保存。
　・重要ﾃﾞｰﾀなどを海外に提供の場合、当局の安全評価を受ける
　・個人情報の収集には同意を得なければならない
『「つながる車」のﾃﾞｰﾀ収集の安全要求』
　・ｶﾒﾗなどで収集した車外の道路や地形などのﾃﾞｰﾀは海外持出禁止
　・車両の位置や軌跡に関係するﾃﾞｰﾀは海外持出禁止
　・運転側の単独の同意なく、個人情報のﾃﾞｰﾀﾈｯﾄ経由で得てはだめ



2021/5/14 経済

2021/5/14 医薬

2021/5/15 経済

2021/5/15 経済

2021/5/17 経済

2021/5/18 経済

＊ｱﾘﾊﾞﾊﾞ、赤字転落…1～3月　910億円、制裁金が重荷
中国ﾈｯﾄ通販最大手のｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団は13日、2021年1～3月期の最終損益が54億元（約910億
円）の赤字（前年同期は31億元の黒字）に転落。四半期ﾍﾞｰｽでの最終赤字は14年の上場来
初めて。独禁法で当局から科せられた制裁金182億2800万元を計上したことが重荷になっ
た。罰金の影響を除けば18%増益だったとしている。
・ｱﾘﾊﾞﾊﾞは15年から支配的な地位を乱用し、同社のﾗｲﾊﾞﾙ企業と取引をしないよう取引先に
圧力をかける行為を繰り返してきたという。ｱﾘﾊﾞﾊﾞを巡っては規制当局からの圧力が続いて
いる。

＊武田の創薬、競合とも組む…iPS薬の実用化急ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 欧米勢対抗「連携」ﾃｺに
規模や資金力で欧米製薬大手に届かず、画期的な新薬効果を生み出すのに試行錯誤する
武田薬品工業。異業種やﾗｲﾊﾞﾙでもいとわず手を組み、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの力を再生しようとしてい
る。
・武田が取り組むのは、ﾉｰﾍﾞﾙ賞を受賞した山中伸弥氏が開発したIPS細胞を使う治療法の
実用化だ。京都大学細胞研究所（CiRA）と、新薬の実用化で共同開発を進める。山中氏「提
携は最高の舞台」と応じる。
・後継者について「人材の育成は優先度の高い事項だ。TFTから私の後任を育てたい。社内
から育成されるのが望ましい。私自身は最低限24年まで武田をﾘｰﾄﾞするつもりだ」という。
・『GAFA』等、異業種連携型の研究開発はﾒｶﾞﾌｧｰﾏをめざす武田が目指す体制だ。「既に武
田は競争力のあるﾒｶﾞﾌｧｰﾏ」と社長は強調。

＊変調ｱﾘﾊﾞﾊﾞ、宿敵と接近…独占批判で　ﾃﾝｾﾝﾄと連携
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成長戦略は描けず（1～3月最終赤字）
中国ﾈｯﾄ通販最大手のｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団が2014年の上場以来、四半期ﾍﾟｰｽで初の赤字に転落し
た。独占禁止法違反で規制当局に科された巨額の制裁金が要因だが、新事業の展開で出
遅れるなど成長鈍化への懸念も浮上する。宿敵とも評されるﾃﾝｾﾝﾄとのｻｰﾋﾞｽ連携にも踏み
切り、中国ﾈｯﾄ業界の巨人が将来への危機感を滲ませてつつある。
・「ﾃﾝｾﾝﾄとｻｰﾋﾞｽの連携が実現することを望んでいる」。ｱﾘﾊﾞﾊﾞのﾈｯﾄ通販事業を担当する
汪海副総裁は秋波を送り、ｻｰﾋﾞｽの連携が開始。ｳｨｰﾁｬｯﾄのﾐﾆﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内でｱﾘﾊﾞﾊﾞのﾈｯﾄ宅
配のｱﾌﾟﾘが利用可能。

＊中国、地方で銀行再編…山西省で5行/遼寧は12行統合計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　景気回復　都市部より遅れ
中国の地方で銀行再編の動きが増えている。北部の山西省で5行が合併したほか、東北地
方の遼寧省では12行を統合する計画がある。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ禍に伴う収益悪化が引き金だ
が、地方景気は都市部に比べて出遅れており、不良債権などの構造問題は深刻な状況に
なっている。
・四川省「20年11月、資本金5千億円の地銀最大の四川銀行誕生
・遼寧省「12行の統合計画を国務院に提出」
・陝西省「西安市の農業系金融機関が株主総会で2行の合併を決定
・山西省「21年4月、省内5行が合併した山西銀行が営業開始

＊中国、産業補助金3.6兆円…上場企業向け昨年最高
中国の上場企業に対する産業補助金は2020年に2136億元（約3兆6千億円）と前年比14%増
え、過去最高となった。
・上場企業の決算ﾃﾞｰﾀをもとに日経新聞が集計した。半導体は上場企業数が限られるが関
連113社への補助金は総額106億元と10年前の12倍に急増した。
・WTOは輸出を促進するための補助金と国産品を優先する補助金を禁じているが、中国の
WTO協定は全ての交付実績の報告が不十分なこともあって明確に違反を問えない。

＊中国、勢いを欠く　都市部雇用…輸出・投資好調も消費鈍く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内需主導の成長に暗雲
中国の雇用回復が遅れている。2021年1～4月の都市部の新規雇用
は437万人と、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽが蔓延する前の19年1～4月を22万人
下回った。好調な輸出やｲﾝﾌﾗ投資の恩恵が家計部門に及んでいない。
雇用回復の鈍さは所得の伸びを下押しし、内需拡大の柱である個人
消費の底上げにとっても重荷になる。
・内需の拡大には、雇用の安定や所得の改善を通じてGDPの4割を占める個人消費を活性
化させることが必要。企業部門の恩恵が家計部門に及びにくいという目詰まりを解消できる
かが問われる。



2021/5/18 東南ｱｼﾞｱ

2021/5/18 東南ｱｼﾞｱ

2021/5/18 東南ｱｼﾞｱ

2021/5/19 経済

2021/5/19 経済

2021/5/20 社会 ＊台湾・蔡氏、再任1年で試練…綻ぶｺﾛﾅ対策/強まる中国依存
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支持率4割に低下
20日で再任から1年を迎える台湾の蔡英文（ﾂｧｲ・ｲﾝｳｪﾝ）総統が試練に直面している。これ
まで内外から評価されてきた新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策で綻びが見え始め、支持率も低下してい
る。対立する中国とは経済的な依存がむしろ強まっており、「脱中国」戦略を描けずにいる。
・民放TVBSが17日公表した世論調査で、1年前の就任時に61%あった支持率は最低の41%
に低下。初めて不支持が支持を上回った。
・ｺﾛﾅ感染急増は蔡氏の足を大きく引っ張りかねない。
・成長促進剤が微量だが残留し、豚が「国民食」の台湾は米国の豚肉の輸入解禁をいまだ
反対が6割強。台湾の中国への輸出ｼｪｱは44%。
国際的な支持や協力が整いつつあるが、多くの矛盾も抱える

＊東南ｱ、IT３強体制に…ｺﾞｼﾞｪｯｸとﾄｺﾍﾟﾃﾞｨｱ統合発表
　　　　　　　　　　　　　　　　 配車や通販、海外を開拓
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱの配車大手のｺﾞｼﾞｪｯｸとﾈｯﾄ通販大手のﾄｺﾍﾟﾃﾞｨｱは17日、経営統合すると発表。新
たな企業名は「GOTO（ｺﾞｰﾄｩｰ）ｸﾞﾙｰﾌﾟ」とし、配車やﾈｯﾄ通販事業を拡大する。同国を代表
するｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟの統合により東南ｱｼﾞｱでの巨大IT企業の競争はｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙのｼｰとｸﾞﾗﾌﾞを含
めた3強体制の時代に入る。
⦿東南ｱｼﾞｱのIT企業は3強の競争になる
　　（Gーｹﾞ-ﾑ、Nーﾈｯﾄ通販、Pー電子決済、Dー食品宅配、Aー配車
　　　規模＝事業規模、時価＝時価総額、出資＝出資者）
①ｼー（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）＝「規模G、N、P」「時価1125億㌦」「出資・ﾃﾝｾﾝﾄ」
②GOTO＝「規模N、P、D、A」「時価180億㌦」「出資・ｿﾌﾄBG、米ｸﾞｰｸﾞﾙ
③ｸﾞﾗﾌﾞ（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）＝「規模P、D、A」「時価396億㌦」「出資・ｿﾌﾄBG」

＊②東南ｱｼﾞｱの成長率とﾜｸﾁﾝ接種状況（単位％）
　　　　　　　　　　　1～3月期　　　通年予測　　　接種率
　ﾍﾞﾄﾅﾑ　　　　　　　　4.5　　　　　　　6.7　　　　　　　0.1以下
　ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　　　　　  0.2               4-6             22.2

  ﾏﾚｰｼｱ　　　　　　　🔼0.5　　　　　 　6～7.5　　　　  2.3

  ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ　　　　　  🔼0.7　　　　　　 4～5　　　　　　3.3

  ﾀｲ　　　　　　　　　　🔼2.6　　　　　　　1.5　　　　　　　1

　ﾌｲﾘﾋﾟﾝ　　　　　　　 ▴4.2　　　　　　　6.5～7.5　　　　0.6

＊米中加速　日欧遅れ・・・景気回復、ｺﾛﾅ対策を映す（1～3月GDP）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 日本5.1%減、緊急事態響く
世界の主要な国・地域の1～3月期の国内総生産（GDP）速報値が出そろった。中国や米国
の景気回復が加速した一方、日本や欧州の遅れが鮮明になった。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策の巧
拙を映しており、4～6月期には中国に加えて米国のGDPもｺﾛﾅ禍前の水準を上回る見通し
だ。春以降にﾜｸﾁﾝ接種が進んだ欧州も4～6月期以降の回復期待が強まっており、日本が
取り残されるﾘｽｸがある。

＊①ﾜｸﾁﾝ接種、景気に差…東南ｱｼﾞｱ　ﾀｲ、GDP下方修正
東南ｱｼﾞｱの経済成長を新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染再拡大が下押している。変異ｳｲﾙｽが広がるﾀ
ｲは17日、2021年通年の成長率見通しを下方修正した。東南ｱｼﾞｱはﾜｸﾁﾝ接種が遅れてい
る国が多く、感染再拡大の影響は大きく広がる可能性がある。
・ﾍﾞﾄﾅﾑのﾜｸﾁﾝ接種率は周辺国より低く0.1%以下。中国と東ｼﾅ海の領有権問題を抱えてい
ることもあり、中国製ﾜｸﾁﾝを受け入れていないことも要因になっている。
・感染状況が深刻な国はﾜｸﾁﾝ接種の進展度合いによって景気回復に差が出ている。

＊台湾IT　部品不足が深刻…ﾃﾞｼﾞﾀﾙ景気に影響も
                                          PC・ｽﾏﾎ生産停滞　長期化恐れ
ﾊﾟｿｺﾝやｽﾏﾎなど世界の多くのﾃﾞｼﾞﾀﾙ製品の生産を担う台湾企業の業績にﾌﾞﾚｰｷがかかり
始めた。自動車で謙虚になった半導体などに部品不足がIT業界でも色濃くなり、生産が停滞
し、主要企業の8割で4月の売上高が3月を下回った。旺盛な需要に応えられず、好業績にｽ
ﾄｯﾌﾟがかかった格好だ。生産の滞りは長引く見通しで、今後の世界契機にも影響を与えかね
ない。
⦿部品不足で製品を作れずに業績にﾌﾞﾚｰｷがかかり始めた
・鴻海（iPhone受託）3月比増減13%➚、・TSMC（半導体受託）▴14➘
・ﾍﾟｶﾞﾄﾛﾝ（iPhone受託）16➚、・ｺﾝﾊﾟﾙ（ﾊﾟｿｺﾝ受託）▴17➘
・ｸｱﾝﾀ（ﾊﾟｿｺﾝ受託）▴10➘、・ﾒﾃﾞｨｱﾃｯｸ（半導体設計)▴9➘
・ｲﾉﾗｯｸｽ（液晶ﾊﾟﾈﾙ）▴2➘、・AUO（液晶ﾊﾟﾈﾙ）▴4➘



2021/5/21 経済

2021/5/21 経済

2021/5/21 経済

2021/5/21 経済

2021/5/21 経済

2021/5/23 経済

2021/5/23 経済

＊ﾊﾞｲﾄﾀﾞﾝｽCEO退任…創業者・張氏「組織整備できず」
　　　　　　　　　　　　　　　後任に技術畑の梁氏
動画投稿ｱﾌﾟﾘ「TikTok（ﾃｨｯｸﾄｯｸ）」を運営する北京字節跳動科技（ﾊﾞｲﾄﾀﾞﾝｽ）は20日、創業
者の張一鳴氏がCEOから退任すると発表した。中国ではｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団など巨大IT企業の創業
者退任が相次いでいる。急成長してきた中国のIT業界の先行きに懸念も広がっている。

＊ｸﾙﾏの「目」価格100分の１…赤外線ｾﾝｻｰ、ﾄﾖﾀも採用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動運転車普及に弾み
自動運転の「目」となるｾﾝｻｰの低価格化が進んできた。最大手の米ﾍﾟﾛﾀﾞｲﾝ・ﾗｲﾀﾞｰなどが
従来より価格が100分の１程度になる製品を開発し、自動運転車への採用が始まった。EVに
比べて遅れていた自動運転車への普及が今後、一気に加速する可能性を秘めている。
⦿自動運転向けでｶﾒﾗ以外の「目」が台頭
　・ﾗｲﾀﾞｰ（赤外線レーザーの反射で距離を図る）「低価格で普及狙う」
　　　べﾛﾀﾞｲﾝ・ﾗｲﾀﾞｰ（米）、ﾙﾐﾅｰ（米）、レターﾃｯｸ（加）、ｲﾉﾋﾞｽ（ｲｽﾗｴﾙ）
　・ｶﾒﾗ（画像ｾﾝｻｰで映像を捉える）「ﾃｽﾗｰなど市販車で主流」
　　　 ｵﾝ･ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ（米）、日立ｱｽﾃﾓ、ｿﾆｰG（日）、ﾓｰﾋﾞﾙｱｲ（ｲｽﾗｴﾙ）
　・ﾐﾘ波ﾚｰﾀﾞｰ（電波の反射で距離を測る）「市販車で主流」
　　　　ｲﾝﾌｨﾆｵﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ（独）、NXPｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｽﾞ（蘭）、ﾃﾞﾝｿｰ（日）

＊中国巨大ITに逆風…当局が規制強化　創業者退任相次ぐ
中国の巨大IT{企業は創業者の相次ぐ退任と、独占禁止法などの法規制の強化という２つの
逆風の見舞われている。強い指導力を持つｶﾘｽﾏ経営者が一線を退き、規制強化の動きに
対応して成長路線を続けていけるのかが問われる。本音は当局から睨まれたくない。
・ｱﾘﾊﾞﾊﾞの馬雲氏（55歳）の退任、拼多多の創業者、黄崢氏（41歳）も退任する。ﾊﾞｲﾄﾀﾞﾝｽの
張氏は38歳だ。

＊韓国企業、営業益2.3倍…1～3月　化学や電機がけん引
韓国上場企業の2021年1～3月期の連結業績集計によると、営業利益が前年同期に比べ2.3
倍に増えた。化学や電機、ﾈｯﾄやｹﾞｰﾑがけん引した。前年同期に新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽが拡散し、
原油価格が急落するなど経済が萎縮した反動も大きい。
・輸出主導型の韓国の企業業績は中国と米国の景気回復に引っ張られる形で上向いてい
る。
・韓国を代表する企業を含む「電気電子」は62%の営業増益だ。

＊「自営ﾜｰｶｰ」に法の保護…格差対策、日本も着手（ｳｰﾊﾞｰ配達員）
ﾈｯﾄ経由で単発の仕事を請け負う自営の労働者「ｷﾞｶﾞﾜｰｶｰ」を社会保障などの面で保護す
る動きが出てきた。日本政府が労災の対象を広げるほか、ｽﾍﾟｲﾝは雇用契約を結んだ労働
者と同等に扱うことを決めた。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響による失業もあってｷﾞｸﾞﾜｰｶｰは急増。
報酬水準が低いｹｰｽが多く所得格差の拡大につながりかねないとみて、各国が対応を急
ぐ。
・ｷﾞｶﾞﾜｰｶｰ「単発の仕事を引き受ける自営の労働者、ﾗｲﾌﾞﾊｳｽに居合わせたﾐｭｰｼﾞｼｬﾝが演
奏に加わる音楽用語「gig（ｷﾞｸﾞ）」に由来。働き方の自由度は高い。高い報酬をもらう人もい
るが、報酬が低く生活が不安定な人も多い。

＊受託企業、先端向け優先…車向けは投資鈍く
EVや自動運転で車載半導体の需要は高まるが、受託生産会社は先端向けを優先。旧世代
の車載向け半導体の都市は鈍い

＊車載半導体不足　解消急ぐ…VW「在庫増や長期契約」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TSMC「昨年比6割増産」
世界的に不足する車載半導体の安定調達に向けた動きが始まった。独ﾌｫﾙｸｽﾜｰｹﾞﾝ（VW）
は半導体の調達戦略を見直し、半導体在庫を積み増す。ﾄﾖﾀ自動車は契約の長期化の検討
に入った。半導体は車のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化に不可欠で搭載量は増えている。車ﾒｰｶｰと半導体ﾒｰｶｰ
の関係を再構築し、半導体の増産投資を後押しすることが課題となる。
・VWは「JIT（ｼﾞｬｽﾄｲﾝ・ﾀｲﾑ）方式」を改め、供給より多くの在庫を持つ方向。TSMCと長期の
契約を交渉中。
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＊住商、ｱﾌﾘｶ携帯参入…英社と連携「最後の市場」に的
ｱﾌﾘｶ大陸の携帯電話市場に、日本企業が初めて参入する。ｴﾁｵﾋﾟｱ政府が住友商事と英
ﾎﾞｰﾀﾞﾌｫﾝｸﾞﾙｰﾌﾟなどの企業連合体の携帯通信事業への参入を認めた。ｱﾌﾘｶでは情報の安
全保障ﾘｽｸが指摘される中国企業の通信機器の利用割合が高い。日英連合は人口増加が
見込まれる「最後の市場」でﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大を狙う。
・ｴﾁｵﾋﾟｱの人口は約1億1200万人、携帯普及率は約4割。日英連合は成長性が高いと判断
した。

＊東南ｱ脱炭素　1兆円支援…日本、ASEANと来月合意へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済成長と両立狙う
日本は東南ｱｼﾞｱ諸国連合（ASEAN）の脱炭素社会の実現に向けて支援に乗り出す。脱炭素
までの工程表の作成を主導し、官民で１兆円の投融資枠を設け、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの導入
や省ｴﾈの強化を促す。新興国の経済成長を維持しつつ世界的な脱炭素を進める。
・ｴﾈﾙｷﾞｰ需要が伸びる東南ｱｼﾞｱでは、電力の約8割を石炭などの化石燃料による火力発電
に頼る。太陽光等の再生ｴﾈを低ｺｽﾄで大量導入できるのは、ﾀｲやﾍﾞﾄﾅﾑ、ﾌｲﾘﾋﾟﾝ等の一部
だ。
・先進国並みの対策が取られていないことを理由に支援を止めると、代わりに中国が石炭火
力を提供する機会を生む。中国の現地の電力ｲﾝﾌﾗへの影響力が強まる可能性がある。

＊中国　資源価格つり上げ停止を指導…「過剰な投機が助長」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国、輸入ｲﾝﾌﾚ警戒
中国国家発展改革委員会や中国工業情報化省は23日、鉄鉱石や鋼材など資源会社を集め
て、国際商品市況の高騰に合わせた価格のつり上げをやめるよう指導した。「過剰な投機が
価格上昇を助長した」と強調した。輸入ｲﾝﾌﾚが景気回復の足かせになりかねないと警戒を
強めて、輸入企業への直接始動という異例の措置に踏み切った。
・資源価格に上昇は、ｶﾙﾃﾙや買占め、値上がりの情報流布などやめるよう要求した。国内
企業らによる便乗値上げにも厳しい目を向けた。同時に人民元も上昇傾向にある。1年間で
約1割上昇、輸出が収益減。

＊世界粗鋼生産23%増（4月）…中国過去最多、ｲﾝﾄﾞ2.5倍
世界鉄鋼協会が24日まとめた世界64ヵ国・地域の4月の粗鋼生産量は、前年同期比23.3%増
の1億6950万㌧だった。中国が単月で最多だ。ｲﾝﾄﾞや日本、米国など主要生産国が軒並み
増えた。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響は続くが、鋼材需要が高水準で推移する中で粗鋼生産も拡
大。
・中国政府の景気刺激策に伴い、鋼材需要は旺盛だが、脱炭素の流れもあり、中国政府は
鉄鋼各社に減産を求めている、だが先は不透明。
・日本は18.6%増だが、前年は緊急事態で、高炉は停止していた。

＊中国官民、「食の安保」推進…2社のﾄｳﾓﾛｺｼに安全認証
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遺伝子組み換え、後押し
中国で種子大手による遺伝子組み換え作物の研究開発が活発になっている。中国政府は
職の安全保障の観点から遺伝子組み換え作物の普及を後押しし、大手2社に作付け認可の
手前にあたる安全認証を出した。種子の現地生産や販売の強化で旗を振るなど官民一体の
長期戦略も透けて見える
・袁隆平農業高科技‥遺伝子組み換えﾄｳﾓﾛｺｼ「瑞豊125」開発・取得
・北京大北農科技集団‥ﾄｳﾓﾛｺｼの新品種で安全証書を取得

＊ﾐｬﾝﾏｰ　抗議教員15万人停職…国軍　学校、来月再開に影
国軍がｸｰﾃﾞﾀｰで全権を掌握したﾐｬﾝﾏｰで、教育現場の混乱が長引きそうだ。国軍は新型ｺﾛ
ﾅｳｲﾙｽで休校が続く公立学校を6月に再開するものの、抗議活動への参加で約15万人の教
職員が停職となったからだ。
・小中高が6月1日から始まる新学期の受講登録で保護者の車で学校前が大渋帯するが、
今年は全然来ない。
・5月に一部大学の授業を再開したが、ほとんどの学生が欠席した。
・「子供達に国軍への屈服を強いる教育はしたくない」と高校教員がいう
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2021/5/27 経済 ＊小米、純利益3.6倍に…1～3月、海外ｼｪｱ拡大
中国ｽﾏﾎ大手の小米（ｼｬｵﾐ）が26日発表した2021年1～3月期決算は、純利益が77億元（約
1300億円）と前年同期の3.6倍だった。米制裁で販売が落ち込む華為技術（ﾌｧｰｳｪｲ）からｼｪ
ｱを奪った格好だ。
・小米は同日、米国の投資禁止対象から最終的には除外された。今後海外事業が拡大しそ
うだ。出荷台数は世界第3位の14%。
・中国市場でｼｪｱを伸ばし、ｲﾝﾄﾞで1位、欧州で2位、中南米で3位を獲得

＊鉄鉱石・銅　中国介入で急落…投機的な高騰けん制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先物安、国際相場に波及
鉄鉱石や銅など産業用素材の価格高騰に急ブレークがかかった。震源は最大の需要国で
ある中国だ。行き過ぎた商品高が国内経済を冷やしかねないとの警戒感から、中国政府は5
月に入り立て続けに取引規制の強化に動いた。大連や上海などの取引所に上場する先物
価格が急落し、欧米市場を含む国際相場に波及している。

＊ｵﾝﾗｲﾝ診察　中国で医師争奪…4強、京東系は12倍の11万人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対面より割高でも成長
中国のﾈｯﾄ医療市場で医師の争奪戦が激化している。ﾈｯﾄ通販大手の京東集団は（JDﾄﾞｯﾄｺ
ﾑ）の傘下企業は2020年の登録医師数は2019年の約12倍の約11万人に拡大。ｱﾘﾊﾞﾊﾞ集団
も21年3月期に前の期比4割増の約6万人まで増やすなど、4大企業がひしめく。新型ｺﾛﾅｳｲ
ﾙｽ禍や、対面ではかかるのは難しい著名医師の診察を受けれるなど利点もありｵﾝﾗｲﾝ診療
が急成長している。蓄積した医療ﾃﾞｰﾀを活用する動きにもつながりそうだ。
・課題がある。ｵﾝﾗｲﾝ診療は再診の患者が中心の為利用者はまだ限られ、先行投資に収益
が追いついていない、診療ﾐｽなどのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの整備がなく、質の向上が必要。ﾈｯﾄ企業への
締め付けも懸念。

＊台湾・蔡氏　ﾜｸﾁﾝ確保「中国が妨害」
台湾の蔡英文（ﾂｧｲ・ｲﾝｳｪﾝ）総統は26日、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染者が急増するなか、ﾜｸﾁﾝ
の確保が進んでいない状況について党内の会議で説明し、背景には中国の妨害があると主
張した。
・台湾は早くから、米ﾌｧｲｻﾞｰとﾜｸﾁﾝを共同開発した独ﾋﾞｵﾝﾃｯｸと交渉し、一時は契約完了に
近づいたとされる。ただ、中国医薬品大手の上海復星医薬集団がﾋﾞｵﾝﾃｯｸの中華圏のﾜｸﾁ
ﾝの独占代理店となり、台湾にﾜｸﾁﾝが入らなくなったというのが台湾側の言い分だ。
・中国はﾜｸﾁﾝ提供、緊急支援を申し入れた。これに対し、台湾は統一工作だとして受け入れ
を拒否。

＊台湾企業を襲う「8重苦」…世界に半導体ﾘｽｸ
⦿「8重苦」が台湾企業にのしかかる（＝直近の状況「今後の影響」）
❶水不足＝少雨で56年ぶりの干ばつ「6/1から取水制限17%引き上げ」
❷電力不足＝13、17日大規模停電「電力消費大の半導体業界に影響」
❸ｺﾛﾅ感染急増＝最近感染3600人「6月は株主総会中止、1931社」
❹ﾜｸﾁﾝ不足＝確保70万回分のみ、接種1%「国産ﾜｸﾁﾝ見通せず」
❺半導体等部品不足＝ﾊﾟｿｺﾝ・ｽﾏﾎ作れず「売上減の企業増、ｲﾝﾌﾚ？」
❻人手不足＝「半導体増産で採用急拡大「欧米も台湾で採用、人材難」
❼ｺﾝﾃﾅ・梱包材不足＝ｽｴｽﾞ運河事故で運賃高「ｺﾝﾃﾅ船価格数倍」
❽海外拠点をｺﾛﾅ直撃＝ﾍﾞﾄﾅﾑ一時閉鎖、ｲﾝﾄﾞ減産「脱中国に暗雲」

＊習氏、末端掌握を誇示か…公務員ら汚職「自首」昨年5割増
中国で公務員が汚職を「自首」する例が相次ぐ。2020年には5割増の1万6千人となった。22
年の共産党大会をにらみ、習近平指導部の権威が末端まで浸透しているとｱﾋﾟｰﾙする思惑
がちらつく。
・21年1月に中国華融資産管理のﾄｯﾌﾟ頼小民氏が17億万元（約300億円）の賄賂をもらい、死
刑判決でただちに執行された。従来は執行されないのが不文律とされていたので公務員は
震えあがった。
・規律委によると、自首した人数は17年10月から18年末までに5千人あまりだったのが、19年
は1万357人に倍増し、20年は前年比54%増になった。20年は青海省副省長や河北省邯鄲の
＊中外、利益率4割に飛躍…ﾛｼｭ傘下で創薬に特化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 時価総額　武田を逆転
中外製薬の収益性が急速に高まっている。長らく10%台だった営業利益率は4割に上昇。時
価総額は武田薬品工業を抜き、英ｸﾞﾗｸｿ・ｽﾐｽｸﾗｲﾝ（GSK）にも一時肉薄した。ｽｲｽ製薬大手
ﾛｼｭの傘下に入り約20年。約6割の株を握る親会社の基盤を生かし、研究開発に特化する
「創薬ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ」的な経営に転換した。
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＊「IT分野で成長」に誤算…ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾃﾚｺﾑ、減損1千億円
                              ﾈｯﾄ広告やｻｲﾊﾞｰ防衛「アジアから立て直し」
東南ｱｼﾞｱ最大の通信会社、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾃﾚｺﾑ（ｼﾝｸﾞﾃﾙ）が成長戦略の修正を迫られている。
ﾈｯﾄ広告など買収したIT関連の事業が低迷し、27日に発表した2021年3月期決算では12億1
千万ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ㌦（約1千億円）の減損損失を計上した。競合する米IT大手企業などに歯が立
たず、新たな事業の柱を育てられずにいる。
⦿ｼﾝｸﾞﾙﾃﾙの非通信事業は苦戦
・ｱﾓﾋﾞｰ（ﾈｯﾄ広告）＝ﾓﾊﾞｲ広告が伸びず、競争激化で480億円の減損。
・ﾄﾗｽﾄｳｴｰﾌﾞ（ｻｲﾊﾞｰ防衛）＝ｻｲﾊﾞｰ攻撃対策ｻｰﾋﾞｽの商品力の低下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で3月期に約275億円の減損。
・ﾌｰｸ（動画配信）＝東南ｱｼﾞｱやｲﾝﾄﾞで動画配信、生産

＊中東欧、冷める「中国熱」…経済協力・人権に失望
中東欧諸国で盛り上がっていた「中国熱」が冷めつつある。ﾘﾄｱﾆｱは経済枠組から離脱を表
明し、他国でも米国への傾斜も目立ちめた。
・背景にあるのは、中東欧で広がりつつある「中国離れ」の動きだ。EUの欧州議会は20日、
中国の新疆ｳｲｸﾞﾙ自治区の人権問題を理由に対中投資協定の審議の凍結を決めたばか
り。
・筑波大の東野敦子准教授は「中東欧の中国離れは継続する。17+1は確実に転換期を迎え
ている」と指摘する。

＊中国、親米UAEと急接近…ﾜｸﾁﾝ・5G整備で連携
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米の中東関与薄れ影響力
中東の伝統的な親米国であるｱﾗﾌﾞ首長国連邦（UAE)と中国が急接近している。中国は自国
製ﾜｸﾁﾝや高速通信規格「5G」の技術をUAEに供与する。米国の中東での存在感が薄れる
中、力の空白をついて中国が影響力を増している。

＊東南ｱ　際立つ外需依存…経済回復、電機輸出が左右
東南ｱｼﾞｱ経済の外需依存が鮮明になっている。ﾍﾞﾄﾅﾑやﾏﾚｰｼｱは電気関連製品の輸出が
好調で、成長率が改善の一因になっている。
・製造業が弱いﾌｲﾘﾋﾟﾝは内需の弱さを補完できず、感染拡大が続くなか景気の回復が遅れ
ている。建設業24%減、不動産業は13%減。自動車に強いﾀｲも製造業の伸びは0.7%で、観光
業の減少を支えきれない。
・ﾍﾞﾄﾅﾑはｽﾏﾎを生産する韓国のｻﾑｽﾝ現地法人を中心に、米国の輸出が好調。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
は電機、精密機械、化学などで生産が増え、成長率は0.2%から1.3%に上方修正した。
・米国（GDP6.4%）、中国（8.4%）を主要な貿易相手とする国は輸出を通じて、外需を取り込め
る。ﾏﾚｰｼｱはその典型だ。


